
（別紙）継続的なプログラムの例 

ア パターン１ 単発で体験活動を実施する場合 

   事前学習を通して、子どもに目的意識を持たせ、事後学習で体験や参加者同士の交流を通し

て感じたことを振り返り、今後の自分について考える時間を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）パターン２ シリーズ型で実施する場合 

   年間を数回の体験活動を一連の取組として実施することを通して、段階的に効果の上がる体

験としていく。テーマを決めて実施するのも良い。 

 （例）年 3回シリーズとした場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）パターン３ 居場所型 

   プレーパークなど、子どもが自分の意志で自由に遊んだり、交流したりする場を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯目的意識を持たせる 

「何にチャレンジしたいか」「何

を楽しみたいか」など 

◯危機管理意識を高める 

「どこに危険が潜んでいるのか」 

「自分の体や命は自分で守るこ

とを伝える」など 

 

 

◯事前学習で持った目的意識に

ついて振り返らせる 

「うまくいったこと」「うまく

いかなかったこと」など 

◯今後について 

「どんな自分でいたいのか」

「何を大切にしたいのか」など 

 

 

 

◯出会いを大切にしたプロ

グラム 

◯交流のあるプログラム 

◯次回のシリーズ「夏」の

計画を自分たちで考える 

          など 

シリーズ「春」  

 

◯ダイナミックなプログラ

ム 

◯協力しないと成し得ない

ようなプログラム 

          など 

シリーズ「夏」 

 

 

 

◯成果物をつくる 

◯体験したことを発表する

場面を設定する 

          など 

シリーズ「秋」 

 

（例）毎週〇曜日に実施。年間４０回実施。 
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